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遍路道に観光客呼び込みたい

知られていないお遍路の目玉だ

職托望ヨ

塵
各札所に仏像

88体を安置

◇篠栗四国八十八カ所　天

保6（1835）年、四国八十八カ

所巡りからの帰路に立ち寄っ

た姪浜出身の尼僧慈忍が、疫

病に苦しむ村のために祈願。

疫病が治まったのは弘法大師

のおかげとして、各札所の整

備を提案した。没後は、地元

の藤木藤助が志を継ぎ、各札

所に安置する88体の仏像を作

り上げた。総延長約50㌔と、

本場四国のお遍路と比べ短い

のが特徴で、徒歩で3泊4日

ほど。ほとんどの札所は車で

回ることもできる。町内には、

白衣や釜南榎など、参拝用
具をそろえる店も並ぶ。詳し

くは篠栗町観光協会092・947
・1880。

篠
栗
町
・
八
十
八
カ
所
札
所
巡
り
韓
国
人
ツ
ア
ー
客
増
加

山
奥
の
札
所
に
は
長
い
年
月
で
風
化
し
か
け
た
仏
像
も
。

多
く
が
江
戸
時
代
の
物
と
い
わ
れ
る

福
岡
市
郊
外
の
篠
栗
町
は
、
八
十
八
カ
所
の
札
所
を
巡
る
「
お
遍
路
さ
ん
」

で
知
ら
れ
る
。
古
く
よ
り
有
名
な
巡
礼
の
道
だ
が
、
こ
こ
数
年
、
山
歩
き
を
目

的
と
し
た
観
光
客
が
じ
わ
じ
わ
と
増
加
。
韓
国
人
観
光
客
に
人
気
の
札
所
も
あ

り
、
町
は
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
着
目
す
る
。
心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
も

か
ね
て
、
足
を
延
ば
し
て
み
た
。

今
月
8
日
、
第
1
番
札
れ
、
今
年
か
ら
客
足
が
伸

所
の
南
蔵
院
に
、
韓
国
人
び
だ
し
た
と
い
う
。
釜
山

の
ツ
ア
ー
客
が
列
を
な
し
市
か
ら
訪
れ
た
会
社
員
の

た
。
目
当
て
は
、
9
5
年
に
　
キ
ム
・
ジ
ウ
ン
さ
ん
（
2
8
）

完
成
し
た
全
長
4
1
㍍
、
高
は
「
こ
れ
だ
け
大
き
い
の

さ
1
1
㍍
の
ブ
ロ
ン
ズ
製
で
　
は
見
た
こ
と
が
な
い
」
と

は
世
界
最
大
と
さ
れ
る
湿
満
足
げ
だ
。

輿
像
。
韓
国
で
も
紹
介
さ
　
お
遍
路
さ
ん
は
「
篠
栗

四
国
八
十
八
カ
所
」
と
呼

ば
れ
、
1
8
3
5
年
、
村

の
疫
病
を
鎮
め
た
尼
僧
の

発
案
で
整
備
さ
れ
た
と
さ

れ
る
。
各
札
所
は
代
々
寺

院
や
地
元
の
人
々
が
管
理

し
、
全
国
か
ら
巡
礼
者
が

訪
れ
る
。

だ
が
、
車
で
回
る
人
が

増
え
、
旅
館
の
数
も
減
少
。

各
札
所
の
維
持
管
理
も
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
町
産

業
観
光
課
に
よ
る
と
、
道

沿
い
で
旅
人
を
迎
え
た
旅

館
は
、
昭
和
4
0
年
代
の
約

7
0
軒
か
ら
2
0
軒
に
ま
で
減

少
し
た
。
旅
館
業
と
札
所

の
管
理
を
兼
ね
て
い
た
人

が
多
く
、
産
業
観
光
課
は

「
お
遍
路
さ
ん
の
維
持
に

は
、
観
光
客
の
誘
致
も
必

要
」
と
語
る
。

9
日
、
1
5
カ
所
の
札
所

を
巡
る
約
1
0
㌔
の
巡
礼
の

旅
に
出
て
み
た
。
6
1
番
札

所
山
王
寺
に
は
、
映
画
「
無

法
松
の
一
生
」
　
（
4
3
年
）

で
俳
優
、
阪
襲
撃
二
郎
が

引
い
た
人
力
車
が
保
管
さ

れ
る
。
小
倉
で
人
力
車
夫

だ
っ
た
男
性
が
使
用
し
て

い
た
も
の
で
、
6
3
年
に
寺

に
挙
糾
さ
れ
た
と
い
う
。

松
下
真
明
副
瞳
職
は
「
今

で
も
健
脚
を
祈
願
す
る
人

が
訪
ね
て
く
れ
ま
す
」
と

語る。仏
像
が
今
に
も
朽
ち
そ

う
だ
っ
た
り
、
若
者
が
多

く
訪
れ
る
縁
結
び
神
社
が

あ
る
な
ど
各
札
所
は
特
色

が
光
る
。
道
は
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
山
奥
に
入
り
込
み
、

潜
み
固
め
ら
れ
た
道
が
歴

史
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
。
7
3
番
札
所
を
先
祖
代

々
管
理
す
る
有
隅
ス
ズ
子

さ
ん
（
聖
は
「
祖
父
が
大

事
に
し
て
い
た
お
堂
だ
か

ら
、
こ
れ
か
ら
も
大
事
に

し
た
い
で
す
ね
」
と
笑
う
。

町
は
総
面
積
の
約
7
割

を
し
め
る
森
林
に
つ
い
て

「
い
や
し
効
果
」
を
P
R
。

1
0
年
に
は
町
全
体
を
「
森

林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」
と
銘

打
ち
、
山
歩
き
ロ
ー
ド
の

整
備
も
始
め
た
。
産
業
観

光
課
は
「
韓
国
人
客
も
な

か
な
か
巡
礼
に
は
出
て
く

れ
な
い
。
セ
ラ
ピ
ー
効
果

を
前
面
に
出
し
て
、
観
光

客
を
遍
路
道
に
呼
び
込
み

た
い
」
と
話
す
。

1
0
番
札
所
、
切
幡
寺
の

薮
邦
彦
住
職
（
4
3
）
は
期
待

す
る
。
「
心
も
体
も
す
っ

き
り
し
て
い
た
だ
け
る
の

が
お
遍
路
さ
ん
。
自
然
で

い
や
さ
れ
、
一
緒
に
仏
様

へ
の
興
味
を
も
っ
て
も
ら

え
た
ら
、
霊
場
は
末
永
く

保
た
れ
て
い
く
こ
と
で
し

ょう」


